
編

集

後

記

▼
近
年
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

多
様
化
な
ど
に
よ
り
、食
事
へ

の
手
間
を
か
け
ず
短
時
間
で
済

ま
せ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。そ

の
た
め
、出
来
合
い
の
購
入
が

多
く
な
り
、自
分
の
好
み
の
食

品
に
偏
り
が
ち
に
。11
月
は
県

の
食
育
推
進
月
間
。日
頃
の
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
を
見
つ
め

な
お
す
機
会
に
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。（
佐
々
木
）

▼
取
材
を
通
し
て
目
に
し
た
市

内
中
高
生
の
躍
動
す
る
姿
。ス

ポ
ー
ツ
、文
化
と
も
に
目
標
に

突
き
進
む
熱
意
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、水
害

を
乗
り
越
え
、公
演
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
ド
リ
ー
ム
☆

キ
ッ
ズ
の
団
員
た
ち
。本
番
で

の
堂
々
と
し
た
演
技
や
公
演
終

了
後
の
団
員
た
ち
の
笑
顔
は
輝

い
て
い
ま
し
た
。（
白
石
）

▼
取
材
し
た
人
や
団
体
な
ど
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
必
ず
フ
ォ
ロ
ー
し
閲

覧
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
情
報
発
信
力
の
高
さ

に
脱
帽
。見
習
わ
な
く
て
は
と

感
じ
ま
す
。今
回
の
と
き
め
き

人「
か
な
み
の
も
り
」も
日
々
の

活
動
の
様
子
を
投
稿
し
て
い

て
、毎
回
更
新
さ
れ
る
の
が
楽

し
み
で
す
。（
渡
邊
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

　光が差し込む明るい店内。働く人たちの笑顔に
癒やされ、ゆっくりとくつろげる小さなブックカ
フェが、就労支援事業所「かなみのもり」にオープ
ンした。コーヒーなどを提供する他、地域の素材を
使った草木染なども販売。障がい者の就労経験の
場、地域住民との交流の場となっている。　
　運営する奏

か な み

海の杜（太齋京
きょう

子
こ

代表）は2011年、
障がい児への支援活動を始めたことをきっかけに
発足。活動の場を広げながら、地域の人たちとの交
流を深めていった。子どもたちの家族から「障がい
があっても地域と関わりながら働き、仲間を見つ
けられる場所を」という思いを受け、21年には登
米町寺池に「交ゆう館かなみ」を建設。子ども広場
とともに、大人支援の就労継続支援B型事業所を

開所し、仕事や学びの支援活動を展開している。事
業所スタッフの及川由

ゆ

梨
り

さんは「ここでは、利用者
を親しみを込めて『メンバー』と呼びます。カフェ
を始めてから、緊張に震えながらも自分から思い
を発信したり、相手の気持ちになって考え行動し
たり、ステップアップしていくメンバーの姿に
日々感動しています」と目を細めた。
　「カフェは現在、週２日の営業ですが、今後はイ
ベントなども開催し、誰もが気軽に立ち寄れる、地
域に愛される場所にしていきたい」と話す代表の
太齋さん。「障がいの有無にかかわらず、互いがで
きる範囲で支え合い、誰もが主体的に生きられる
地域を目指し、活動を続けていきます」かなみのも
りは、地域と共に生きる居場所を育んでいる。


